
 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組バス関申第 3号 

 土浦支店の車両係再編および 

土浦支店の将来展望に関する申し入れ②   
 

6．土浦支店車両係としての業務量を維持し、業務を縮小させないこと。 

 

7. 中古購入車両整備やラッピング作業、オーバーホールなどは重要な整備技術であること 

から、技術継承が円滑に行える体制を構築すること。 

 

8. 車両建屋の老化が激しく、業務に支障があることから早急に修繕をすること。 

 

9. 2柱リフトの改修を早急に行い、リフトを使った修繕が行える体制を作ること。また、 

リフトの使用ができるまでの間、緊急でリフトを使用する整備が発生した際の対応方法 

を明らかにすること。 

 

以上 
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